
聴覚障害者の視点  

 

高齢者社会を迎えるにあたって「ひきこもり」予防・対策の視点から聴覚障害者問題を考える 

 

はじめに 

 人間は加齢と共に一般的には聴力が低下してきます。難聴の進みぐあいは個人差によって分かれます

が、日本は世界でもぬきんでている高齢社会で、聞こえの不自由な高齢者が増えています。難聴の人は

総人口の 5％といわれ、総人口 1 億 27,767,994 人（平成 17 年 10 月 総務省 国勢調査）×0.05 で約 638

万人にもなります。 

難聴は情報の障害となるので、聞こえないという不自由さだけでなく、情報が得られるかどうかの環境

次第でその聴覚障害者の生活は大きく変わってきます。また、高齢者（老人性難聴）の生活を維持するた

めにもコミュニケーションを円滑にする方法を考える時代を迎えています。 

老人性難聴などの疾患による聴覚障害者の推定数 

日本人の、約 20 人に一人が聴覚に障害を抱えていると言われています。年齢が高くなると耳が遠くなり

（聴力が低下し）、いわゆる老人性難聴も増えてきます。しかし、誰もが老人性難聴になるというわけでは

ありません。統計のとり方にもよりますが、老人性難聴の症状は65歳以上の人の約１／４程度だと言われ

ています。                                        （東京都老人総合研究所より） 

※ 老人性難聴  加齢現象によって引き起こされ、内耳や聴神経の機能低下により音が聞こえにくくなり、

また中枢神経の機能も落ちるので言葉の判断力も低くなります。 
 

（１） 聴覚障害者とのコミュニケーション 

 聴覚障害者の大部分は外見では障害の有無の判断がつきにくく、障害者の対象として見落とされがちで

すが、常に不自由と危険を伴っています。音声言語は大切なコミュニケーション手段で、その障害は本人

のみならず家族や周囲の人にとって深刻な問題です。聴覚障害者は「見えない障害者」と言われ理解や

配慮が遅れているのが現状です。 

大きい声で話し続けることは非常にエネルギーの要ることです。また、聴覚障害者にとっても同様にそ

の言葉を聞こうとすることで大きな負担となります。ただでさえコミュニケーションが不足しがちである高齢

者にとっても、耳のきこえが不自由だということはコミュニケーション不足を招き、ひいては痴呆の進行を早

めると言われています。加齢に伴う聴力の低下が社会生活への参加を制限するとともに自発的行動の意

欲を低下させる要因にもなっています。手話を学ぶにしても高齢者が難聴になってからでは、本人も周り

の人達も大変な困難を伴います。老人性難聴者の場合は、殆んど手話の対応ができないのが現状です。  

一般的には補聴器の選択となりますが、難聴の状況は人それぞれです。また、症状は変化しますので補

聴器の使用にあたっては十分な調整が必要です。 

 
（２） 難聴のもたらす悪循環 

難聴になると挨拶をされても聞きとれず、通り過ぎてしまうことがあります。この時、声をかけた人は、も

っと気がつきやすい挨拶をしようと思うでしょうか。殆んどの人が難聴には気がつかず、「最近、愛想が悪く

なった」 、「ぼんやりしている」という誤った判断をするかもしれません。 

 この場面に、聴覚障害者の置かれている厳しい状況の一端が見えてきます。すなわち、聴覚の障害とい

う（挨拶に気がつかなかった）問題が人格の問題（愛想が悪い、ぼんやりしている）にすり替えられてしまう

のです。また、聴力が低下したということで情緒的に不安定な状態になることや、補聴器を使用することに

対する心理的な抵抗感もあります。こうした状況の中では、以前なら出かけていた交流の場にも出かけな

くなり、家の中で「引きこもり」になることは少なくありません。 

 コミュニケーションの基礎の情報が不足することと、外見からは『見えにくい障害』故の他人の誤解から、

難聴の方の情緒が不安定になり「ひきこもり」や「人間関係の歪み」をもたらすことは少なくありません。こ

の「悪循環」をどこかで断ち切る必要があります。            

 



 
図１ 難聴のもたらす悪循環 （参考：補聴援助システムとリハビリテーション 全難聴） 

 

  
図 2 引きこもりの壁 ㈲東洋エンジニアリング資料より） 

 

（３） 難聴の程度 

・平均聴力ﾚﾍﾞﾙで正常は 25dＢ以内 

・軽度難聴 26～39dB  小さい会話のみ聞き取りにくい、静かな場所で女性 4，5 人の集まりで、声が小さ

い人の話を正確に理解できない。 

・中度難聴 40～69dB   40～54dB 普通の会話でしばしば不自由を感じる。大きな声で正面から話しても

らえば会話を理解できる。 

                55～69dB 大きな声で話してもらっても会話を理解できないことが少なくない。 

                後方で行われている会話に気づかない。 

・高度難聴70dB以上  非常に大きい声か、補聴器使用による会話のみ聴取できる。会話が聞取できても

聴覚のみでは理解できないことが多い。 

                                           【日本医師会雑誌 2000/3/3/15（第 123 巻・第 6 号）】 

※ 中途失聴者（老人性難聴者も含む） 言語を習得した後に聴力を失ったり、損なったりした人たちを後

天性聴覚障害者、あるいは「中途失聴者」と言われています。 

 

（４） 公共的施設の現状調査 

 聴覚障害者が公共的建築物やその他の施設を利用している現状を聞き取り調査しました。この聞き取り

により、状況や環境の現状を把握しています。聞き取り調査では、地域住民と対話をしている職員の方に

聴覚障害者にとっての「意思の疎通」を重点にお話を伺いました。 
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現状調査 

① 福祉ｾﾝﾀｰ（2施設、聞き取り数 3名）  ※1 ヶ月間の訪問者にて調査実施 

ろうあ者 
補聴器

使用 

聞こえ 

にくい人 

意思の疎通方法 困る状況 あると便利な方法 

不明 
10 人 

未満 

10 人 

未満 

・顔を見て話します。 

・顔を見て大きな声で話す。 

・電話の会話は大きな声で話す。 

・耳の近くで話す。 

・身振り手振りで話す。 

・筆談対応している。 

・お風呂入浴中に館内放送が

聞こえにくい。 

・緊急時双方向の会話がで

きるもの。 

・ﾒﾓ用紙。 

 

② 医療ｾﾝﾀｰ（1施設、聞き取り数 5名）  ※1 ヶ月間の訪問者にて調査実施 

ろうあ者 
補聴器

使用 

聞こえ 

にくい人 

意思の疎通方法 困る状況 あると便利な方法 

10 人 

未満 

50 人 

未満 

400 人 

未満 

・顔を見て話します。 

・名前を呼んでも聞こえない人

には肩をたたいて知らせる。 

・身振り手振りで伝え手の動作

や表情で読みとる。 

・耳の近くで話す。 

・身振り手振りで話す。 

・筆談対応している。 

・手話ができない高度難聴の受

診者との疎通が困る。 

・筆談が理解できない人。 

・多忙な時は筆談の対応が間に

合わない。 

・聞こえにくい人は質問を遠慮す

る傾向がある。 

・診断説明を看護師が分かるまで

繰り返し話す。 

・補聴器は雑音が入り聞こえにく

いと言われる。 

・受付近くのﾃﾚﾋﾞ音で会話が聞こ

えにくい。 

・補聴器のﾋﾟｰ音（ﾊｳﾘﾝｸﾞ）の為に

使用を止める人がいる。 

・電話での会話が困難。 

・付添いの人がいると助か

る。 

・電光表示盤等があれば

分かりやすい。 

・補聴器のﾌｨｯﾃﾝｸﾞと保守

の充実対応。 

 

③ 役場（1 施設、聞き取り数 2名）  ※1 ヶ月間の訪問者にて調査実施 

ろうあ者 
補聴器

使用 

聞こえ 

にくい人 

意思の疎通方法 困る状況 あると便利な方法 

不明 
5 人 

未満 

5 人 

未満 

・ﾊｯｷﾘゆっくり話す。 

・大きな声で話す。 

・電話は大きな声で復唱する。 

・筆談対応している。 

 

・電話での会話が困難。 ・手話のできる職員の配属

と手話のできる聴覚障害

者の環境。 

 

④ 多目的文化施設（1 施設、聞き取り数 1名）  ※1 ヶ月間の訪問者にて調査実施 

ろうあ者 
補聴器

使用 

聞こえ 

にくい人 

意思の疎通方法 困る状況 あると便利な方法 

不明 不明 
10 人 

未満 

・大きな声で話す。 

 

回答なし。 回答なし。 

 

⑤ 図書館（1施設、聞き取り数 2名）  ※1 ヶ月間の訪問者にて調査実施 

ろうあ者 
補聴器

使用 

聞こえ 

にくい人 

意思の疎通方法 困る状況 あると便利な方法 

不明 
10 人 

未満 

10 人 

未満 

・筆談の紙と鉛筆を用意してい

る。筆談対応している。 

回答なし。 回答なし。 

※ 備考欄   ： 雑音（ピーッ）という音の負担から補聴器着用を止める人がいます。 

ハウリング ： 雑音（ピーッ）という音は、補聴器の耳栓部と耳との「すきま」から発生し生じる場合があ

ります。耳栓部分と耳がぴったり合うように調整が必要です。 

 

 



調査のまとめ 

  聴覚障害者の聞こえは環境や場所によって、聞こえ方が異なってくるものなのです。静かなところで一

人の相手と話すのなら補聴器が有効という人が、ざわざわ（騒音）したところや、会議などの複数での会話

が困難だということがあります。状況によってコミュニケーション方法が異なるということは、それぞれの難

聴者が必要とするサポートもまた多様化してきていることを示しています。目的や状況・環境に合わせてコ

ミュニケーションの選択ができるようにする必要があります。 

 難聴者の聞こえの状況は人それぞれに異なる為、「ソフト的な配慮」と「ハード的な配慮」を組み合わせて

情報を伝える配慮が大切です。 

ソフトとハードの共通配慮としては、会話はゆっくり、はっきりとした言葉遣いに気を配る必要があります。 

 

（５） コミュニケーション選択の配慮 
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①、補聴器
②、公衆電話機（音量調節付）
③、磁気誘導ﾙｰﾌﾟ
④、多重磁気誘導ﾙｰﾌﾟ
（非常放送連動ｼｽﾃﾑ）

⑤、FM補聴ｼｽﾃﾑ
⑥、FMﾙｰﾌﾟｼｽﾃﾑ
⑦、赤外線補聴ｼｽﾃﾑ

①、簡易筆談機
②、OHP・OHC
、警報表示設備

④、案内表示・電光掲示板
⑤、公衆ﾌｧｯｸｽ

①、振動呼び出し器
②、体感式振動ﾍﾞｯﾄﾞ

 
図 3 コミュニケーションの輪 ㈲東洋エンジニアリング資料より 

 

ソフト的な配慮 

聴覚障害者同士や健聴者との間のコミュニケーション手段の代表例として次の 3つがあげられます。 

１．手話 

指・手の形と動きで「意味のある言葉」を表現して会話する方法です。 

また、指文字と呼ばれるひらがな文字を指で表現して会話する方法もあります。 

２．口話・読話 

相手の口の動きを読み取ることで会話する方法です。 

会話をする時は、口の動きがわかるようにお互いに正面に向かい合ってから、単語を区切ってはっきり

話すことが大切です。ゆっくり、丁寧に話すことでより伝わりやすくなります。 

３．要約筆記（筆記通訳） 

話し手の内容の要点をつかんでそれを筆記し、聞こえない人に伝達する方法です。 

「要約筆記」協力は、ほとんどの人が一定の学習後始めることができます。 

※ 手話や要約筆記の講座の開催することで、要請があれば手話通訳者や要約筆記者を派遣する事業

を行うことも可能となります。複数の支援事業が実現すると、手話や要約筆記のいずれかを聴覚障害者個

人が選択できるようになります。 

※ 耳の不自由な人と一緒に歩くとき、歩道が無い場合には、耳の聞こえる方が車道側を歩くようにしてく

ださい。その際に危険を察知したら、肩をたたいたり、指差したりして知らせてください。 



ハード的な配慮  

以下のような設備や用具を備えるとコミュニケーションが円滑になります。 

○ 簡易筆談器   利用可能者：軽度難聴、中度難聴、高度難聴、重度難聴、ろうあ者  

 
 

○ 公衆電話機(音量調節器付)  利用可能者 ： 軽度難聴、中度難聴 

 
利用方法 
（１）受話器を上げて、テレフォンカード又は硬貨を入れます。 
（２）受話器のセットボタンを一回押します。 
（３）相手の声を聞きながら、受話器の音量ダイアルを操作して、良く聞こえるように調節します。 

デジタル公衆電話などにも、相手の声を調節できる音量調節ボタンが標準装備されています。 

また、誘導コイルが内蔵されていますので、T モード付補聴器をしたまま利用でき、ノイズの少ない音で聞

き取れます。電話番号の検索、メモ等に支障がないように照明に配慮する必要があります。 

（参考：東日本電信電話株式会社） 

 

○ 公衆ファックス  利用可能者 ： 軽度難聴、中度難聴、高度難聴、重度難聴、ろうあ 

電話での通話が難しい聴覚障害者の中には、自宅にファックスを備えている人が多数です。 

公衆ファックスの設置は、「外出先からの家族や知人に急ぎの連絡ができるようになど」の要望により広が

りが期待されています。ファックスを設置する場合、送信紙を書くためのスペースを設けることが大切で

す。 

 

○ 補聴器  利用可能者 ： 軽度難聴、中度難聴、高度難聴 

聴覚障害者にとって大切な補装具です。耳かけ形が一般的になりましたが、ポケット形の愛好者も 

多く、最近は耳穴式を着ける人も多くなりました。難聴の程度は一人一人違いますので、聴力の検査をし

て自分の耳に合った補聴器を購入する様にすることが必要です。補聴器はとても小さな器具でスイッチひ

とつ入れるにしても、慣れないうちは神経を使います。早いうちから慣れておくことは補聴器を使いこなすう

えで大切です。 

 

○ ＯＨＰ、OHC利用可能者 ： 軽度難聴、中度難聴、高度難聴、重度難聴、ろうあ者  

話の内容や音声情報を文字通訳して伝える時に用います。複数が集まる会合や講演会の場では、ＯＨ

Ｐとスクリーンを使い、話し言葉などを書き続け、その内容をスクリーンに拡大投影することによって聴覚障

害者に内容を伝えるものです。「話し言葉」と「書き言葉」とのスピードの差を埋めるため、要約して筆記し

ますが、使用頻度の高い用語などは全国標準略語・略号がいくつか定められており、それらを織り交ぜま

す。この作業をおこなう人たちを「要約筆記者」といい、ＯＨＰによる筆記では３～４名がチームとなって作

業に当たります。最近ではＯＨＰ以外にこのような情報保障手段に使用される器機はＯＨＣ、パソコンなど

とバリエーションも広がりつつあります。 

 

 

マグネットペンで磁石のボード表面をなぞると、はっきり文

字が浮かび、書いたものを消すときも、ワンタッチで消せる

筆談器です。 

耳の不自由な方にも利用できるように、

相手の音声を音量調節により最大 18 倍
まで大きくできる機能を備えた公衆電話

です。 
 




